
 

国際広報連絡会議の設置について 

 

平成２４年３月１日 

関係省庁等申合せ  

 

１ 国際的風評被害を乗り越え、国家戦略として、日本ブランドのさらなる海外展

開・強化、多様な日本の強みと魅力、日本的な「価値」の発信に積極的に取り組

むこと、また内閣官房と関係各府省等で緊密に連携し政府一体・官民連携で効果

的な情報発信体制の構築を目指すことを目的として、「国際的風評被害対策・日本

ブランド再構築に関する政府・関係機関の連絡会議」を改組し、「国際広報連絡会

議」（以下「連絡会議」という。）を設置する。 

 

２ 連絡会議は、国家戦略担当大臣及び外務大臣が主催し、内閣官房副長官が参加

する。構成員は海外へ向けた情報発信等に関わる関係行政機関等の次官・局長相

当職の職員とする。事務局長は内閣広報官が、内閣審議官（国家戦略室担当）及

び外務省局長級の協力を得て務めるものとする。 

 

３ 連絡会議の下に幹事会を置く。幹事会の構成員は、関係行政機関等の課長相当

職の職員とする。 

 

４ 連絡会議及び幹事会の運営は、内閣官房（国際広報室、国家戦略室）及び外務

省が行う。 

 

５ 前各項に定めるもののほか、連絡会議及び幹事会の運営に関する事項その他必

要な事項は、運営者が定める。 


